










せ
る
”
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
両
国
間
の
友
好
と
平
和
を
願

い
、
先
人
達
が
築
い
て
こ
ら
れ
た

関
係
性
を
更
に
強
固
に
す
る
た
め

に
も
、
貴
会
の
果
た
す
役
割
に
は

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

貴
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
本

年
が
両
国
間
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

連連
合合
茨茨
城城
会会
長長

内内
山山

裕裕

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え

に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
日
中
友
好
平
和
条
約

締
結
四
十
五
周
年
と
言
う
日
中
関

係
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
年
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
政
治

的
に
は
難
し
い
諸
問
題
も
あ
り
ま

す
が
、
一
年
ぶ
り
に
日
中
首
脳
会

談
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち

こ
れ
ま
で
「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
よ
る

影
響
か
ら
、
日
々
の
暮
ら
し
も
働

き
方
に
も
様
々
な
影
響
を
受
け
な

が
ら
も
、
日
本
経
済
の
回
復
が
本

格
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
様
々
な

分
野
で
努
力
を
継
続
し
て
き
て
お

り
ま
す
。
日
中
友
好
協
会
の
活
動

も
例
外
で
は
な
く
、
難
し
い
運
営

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
中
で
も
各
方

面
で
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
日
中
両
国
の
友
好
関
係

や
経
済
交
流
を
継
続
す
る
こ
と
は
、

将
来
に
向
け
た
新
た
な
友
好
関
係

を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
上
で

も
、
極
め
て
重
要
な
事
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

私
た
ち
も
、
パ
ン
ダ
招
へ
い
事

業
へ
の
積
極
的
な
関
り
を
持
ち
な

が
ら
、
自
ら
が
出
来
る
こ
と
を
実

践
す
る
と
共
に
、
日
中
友
好
協
会

が
民
間
外
交
の
役
割
を
果
た
し
、

両
国
の
友
好
関
係
が
益
々
発
展
さ

れ
る
事
を
ご
祈
念
し
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

茨茨
城城
県県
農農
業業
協協
同同
組組
合合
中中
央央
会会
会会
長長

八八
木木
岡岡

努努

二
〇
二
四
年
を
迎
え
ま
し
て
謹

ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
日
中
平
和
友
好
条
約
締

結
四
十
五
周
年
と
い
う
歴
史
的
な

節
目
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
新
た

に
呉
江
浩
駐
日
本
国
特
命
全
権
大

使
が
着
任
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
協

力
と
交
流
を
背
景
に
、
新
た
な
時

代
の
友
好
の
礎
を
築
い
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
年
と
な
り
ま
し

た
。ア

ル
プ
ス
処
理
水
放
出
に
伴
い

日
本
産
海
産
物
の
買
い
控
え
と
い

う
課
題
も
発
生
し
ま
し
た
が
、
中

国
は
日
本
に
と
っ
て
最
大
の
貿
易

相
手
国
で
あ
り
、
日
本
企
業
に
よ

る
対
中
投
資
も
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。二

〇
二
四
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
に
向
か
い
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
需
要
も
回
復
し

つ
つ
あ
る
好
材
料
が
見
受
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
経
済
や
国
民
交
流

の
分
野
で
の
互
恵
的
協
力
が
活
発

化
す
る
年
に
な
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

Ｊ
Ａ
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
課

題
を
乗
り
越
え
、
協
力
関
係
が
新

た
な
フ
ェ
ー
ズ
に
進
む
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
日
中
首
脳
間
で
示
さ

れ
た
よ
う
に
、
環
境
・
省
エ
ネ
、

グ
リ
ー
ン
経
済
、
医
療
・
介
護
等

の
分
野
で
の
協
力
を
後
押
し
し
て

い
く
こ
と
が
、
地
域
社
会
と
し
て

の
我
々
の
役
割
で
あ
り
、
未
来
へ

の
貢
献
と
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。新

し
い
一
年
も
皆
様
と
共
に
協

力
し
、
友
好
の
架
け
橋
と
し
て
積

極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
感
謝
し
、
二
〇
二
四
年
が
よ
り

友
好
で
発
展
に
富
ん
だ
年
で
あ
る

こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

県
日
中
新
春
交
流
会
が
去
る
、

三
月
二
日
（
木
）
に
駿
優
教
育
会

館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
川
津
隆
県
日
中
会
長

の
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
方
々
か
ら

も
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
西
川

り
ゅ
う
じ
ん
拓
殖
大
学
客
員
教
授

を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
迎

え
、
「
目
指
せ
！
農
業
・
水
産
業
・

食
品
の
輸
出
」
と
題
し
、
講
師
に

は
、
元
農
林
水
産
省
事
務
次
官
末

松
広
行
氏
（
東
京
農
業
大
学
総
合

研
究
所
特
命
教
授
）
と
ト
ゥ
ル
ー

バ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
小
野

隆
一
氏
を
招
き
基
調
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
西
川
氏
と
講
師
二

名
に
日
本
農
業
新
聞
編
集
局
長
山
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将
来
に
向
け
た
新
た
な
友
好
関
係
の

維
持
・
発
展
の
た
め
に

互
恵
的
協
力
が

活
発
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

二二

〇〇

二二

三三

年年

新新

春春

交交

流流

会会

開開

催催パネルディスカッションの様子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
常
任
理
事

水
戸
市
日
中
友
好
協
会
常
任
理
事

㈱
秋
山
工
務
店
代
表
取
締
役
社
長

秋秋

山山

進進

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
常
任
理
事

北
茨
城
市
日
中
友
好
協
会

荒荒

川川

透透

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
理
事

茨
城
県
能
力
開
発
事
業
協
同
組
合
理
事

(

有)

ギ
シ
ュ
ウ
興
産
取
締
役
社
長

飯飯

島島

義義

秋秋

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
副
会
長
理
事
長

イ
ガ
ラ
シ
綜
業
㈱
代
表
取
締
役

五五

十十

嵐嵐

則則

夫夫

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
青
年
委
員
会
委
員
長

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
常
任
理
事

㈻
水
戸
駿
優
予
備
学
校
校
長
代
理

岩岩

田田

光光

造造

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
常
任
理
事

結
城
市
日
中
友
好
協
会

臼臼

井井

平平

八八

郎郎

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
副
会
長

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
茨
城
県
連
合
会
会
長

内内

山山

裕裕

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
理
事

水
戸
市
日
中
友
好
協
会
事
務
局
長

梅梅

澤澤

正正

紀紀

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
副
理
事
長

日
立
市
日
中
友
好
協
会
副
会
長

加加

藤藤

仁仁

郎郎

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
監
事

金金

原原

義義

治治

(

公
社)

日
本
中
国
友
好
協
会
副
会
長

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
会
長

川川

津津

隆隆

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
常
任
理
事

ひ
た
ち
な
か
市
日
中
友
好
協
会
副
会
長

川川

又又

保保

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
副
理
事
長

ひ
た
ち
な
か
市
日
中
友
好
協
会
事
務
局
長

菅菅

野野

長長

行行

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
理
事
・
事
務
局
次
長

那
珂
市
日
中
友
好
協
会
事
務
局
長

㈻
水
戸
駿
優
予
備
学
校
事
務
局
長

木木

下下

貴貴

文文

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
理
事

取
手
市
日
中
友
好
協
会
事
務
局
長

熊熊

谷谷

真真

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
監
事

小小

橋橋

嘉嘉

男男

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
副
理
事
長

稲
敷
市
日
中
友
好
協
会
会
長

高高

野野

貴貴

世世

志志

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
副
理
事
長

茨
城
県
日
中
友
好
協
会
女
性
委
員
会
委
員
長

神
栖
市
日
中
友
好
協
会
副
会
長

髙髙

橋橋

榮榮

子子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
副
理
事
長

茨
城
県
日
中
友
好
協
会
女
性
委
員
会
常
任
委
員

鹿
嶋

市
日

中

友
好

協

会
事

務

局
次

長

高高

濱濱

孝孝

美美

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
副
会
長

水
戸
市
日
中
友
好
協
会
副
会
長

(

公
社)

日
本
中
国
友
好
協
会
女
性
委
員
副
委
員
長

田田

山山

知知

賀賀

子子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
常
任
理
事

稲
敷
市
日
中
友
好
協
会
事
務
局
長

寺寺

﨑﨑

久久

美美

子子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
常
任
理
事

T
o
p
R
i
g
h
t
s
J
P

C
o
n
s
u
l
t
a
n
t

㈱
代
表
取
締
役

照照

沼沼

重重

輝輝

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
副
理
事
長

那
珂
市
日
中
友
好
協
会
会
長

寺寺

山山

正正

史史

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
常
任
理
事

㈱
Ｊ
＆
Ｃ
代
表
取
締
役

中中

川川

周周

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
副
理
事
長

常
陸
太
田
市
日
中
友
好
協
会
会
長

中中

原原

一一

博博

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会

副
理
事
長
事
務
局
長

西西

野野

真真

幸幸

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
副
会
長

㈱
茨
城
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長

沼沼

田田

安安

広広

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
副
会
長

水
戸
市
日
中
友
好
協
会
会
長

袴袴

塚塚

孝孝

雄雄

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
常
任
理
事

茨
城
華
人
協
会
協
会
会
長

潘潘

憲憲

生生

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
副
理
事
長

日
立
市
日
中
友
好
協
会
会
長

藤藤

井井

生生

美美

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
常
任
理
事

神
栖
市
日
中
友
好
協
会
会
長

益益

野野

博博

か
わ
ち
町
日
中
友
好
協
会
会
長

宮宮

本本

正正

枝枝

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
副
会
長

潮
来
市
日
中
友
好
協
会
会
長

宮宮

崎崎

泰泰

司司

(

公
社)

日
本
中
国
友
好
協
会
顧
問

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
顧
問

日
立
市
日
中
友
好
協
会
常
任
顧
問

森森

秀秀

男男

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
副
会
長

Ｊ
Ａ
茨
城
県
中
央
会
・
各
連
合
会
会
長

八八

木木

岡岡

努努

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
常
任
理
事

大
子
町
日
中
友
好
協
会
会
長

吉吉

成成

好好

信信

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
副
理
事
長

取
手
市
日
中
友
好
協
会
会
長

和和

気気

安安

秋秋

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
日
中
友
好
協
会
監
事

中
央
労
働
金
庫
常
務
理
事
茨
城
県
本
部
担
当

和和

田田

浩浩

美美
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ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
法法
人人
茨茨
城城
県県
日日
中中
友友
好好
協協
会会

名名
誉誉
会会
長長

大大
井井
川川

和和
彦彦

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
長
年
に
わ
た
り

日
中
友
好
の
活
動
に
格
別
の
ご
尽

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
社
会

経
済
活
動
が
活
性
化
し
て
き
た
一

方
で
、
私
た
ち
は
今
、
新
た
な
分

断
と
協
調
が
進
む
世
界
情
勢
を
は

じ
め
、
新
た
な
事
象
に
次
々
と
直

面
し
て
お
り
、
将
来
を
見
通
す
こ

と
が
困
難
な
時
代
の
転
換
点
に
立
っ

て
お
り
ま
す
。

日
本
と
中
国
と
の
関
係
も
依
然

と
し
て
多
く
の
困
難
を
抱
え
て
お

り
ま
す
が
、
皆
様
の
草
の
根
の
活

動
を
礎
と
し
て
、
パ
ン
ダ
誘
致
の

実
現
に
向
け
て
官
民
一
体
で
取
り

組
む
と
と
も
に
、
中
国
か
ら
の
誘

客
促
進
や
企
業
誘
致
、
人
材
等
の

活
発
な
交
流
に
向
け
て
、
引
き
続

き
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。会

員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各

位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
様
々
な

分
野
で
両
国
の
交
流
が
さ
ら
に
深

ま
り
ま
す
よ
う
、
よ
り
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が

実
り
多
き
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
法法
人人
茨茨
城城
県県
日日
中中
友友
好好
協協
会会

会会
長長

川川
津津

隆隆

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
長
年
に
わ
た
り

日
中
友
好
の
活
動
に
格
別
の
ご
尽

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
日
頃
か
ら
各
地
区
日
中
や

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
友
好
活
動
に

ご
尽
力
を
賜
り
、
ま
た
当
協
会
へ

の
運
営
に
御
支
援
、
御
協
力
を
頂

い
て
い
る
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
日
中
平
和
友
好
条
約
締

結
四
十
五
周
年
の
節
目
の
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

当
協
会
と
し
ま
し
て
も
、
皆
様

の
御
協
力
の
元
、
パ
ン
ダ
ア
ー
ト

コ
ン
テ
ス
ト
や
パ
ン
ダ
ン
ス
の
普

及
活
動
、
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
各
種
事
業
の
実
施
を
通
じ
て
、

今
で
き
る
幅
広
い
分
野
に
お
け
る

草
の
根
交
流
を
促
進
し
、
更
な
る

友
好
関
係
の
構
築
に
務
め
て
参
り

ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
十
月
に
は

こ
れ
ら
の
集
大
成
と
も
云
え
る
三

日
間
に
わ
た
る
「
パ
ン
ダ
フ
ェ
ス
」

を
県
や
市
の
協
力
の
元
、
盛
大
に

開
催
し
「
パ
ン
ダ
を
通
し
た
友
好

と
ま
ち
づ
く
り
」
に
も
貢
献
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
も
民
々
交
流
を
中
心
に
今

後
と
も
日
中
両
国
の
平
和
と
発
展

の
た
め
に
更
に
努
力
し
、
日
中
友

好
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様

の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
し
て
新
春
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一一
般般
社社
団団
法法
人人

茨茨
城城
県県
経経
営営
者者
協協
会会
会会
長長

笹笹
島島

律律
夫夫

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
年

初
は
、
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が

残
り
、
社
会
活
動
に
も
多
く
の
制

約
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
状
況
へ
と
戻
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

昨
年
、
日
中
友
好
平
和
条
約
締

結
四
十
五
周
年
の
節
目
を
迎
え
た

両
国
間
に
は
経
済
の
連
携
は
も
と

よ
り
、
人
的
交
流
に
も
期
待
が
か

か
る
と
こ
ろ
で
す
。

色
々
と
難
し
い
課
題
も
で
て
お

り
ま
す
が
、
ア
ジ
ア
地
域
の
発
展

と
安
定
の
た
め
に
は
、
民
間
レ
ベ

ル
で
対
話
を
進
め
て
い
く
こ
と
の

意
義
は
益
々
高
ま
っ
て
く
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

先
の
条
約
で
は
“
両
国
間
の
恒

久
的
な
平
和
友
好
関
係
を
発
展
さ

( 1 )

日日
中中
友友
好好
のの

新新
たた
なな
時時
代代
をを
目目
指指
しし
てて

今今
ここ
そそ
でで
きき
るる

““
民民
””
のの
力力
をを
発発
揮揮
しし
よよ
うう

両両
国国
間間
のの
関関
係係
強強
化化
にに
向向
けけ
てて

( 12 )

小小学学生生低低学学年年のの部部 中中学学生生のの部部 高高校校生生のの部部 一一般般のの部部

萩庭 漣士
（大みか小学校）

和田 詩
（十王中学校）

伊藤 未桜
（大久保小学校）

小小学学生生高高学学年年のの部部

岡
田

望

（
取
手
松
陽
高
等
学
校
）

ホサイン ファラーズ
（沼里小学校）

松田 煌介
（桜川小学校）

佐々木 幸菜
（大久保小学校）

小林 愛子
水戸第一高等学校附属中学校）

小小学学生生低低学学年年のの部部 中中学学生生のの部部 高高校校生生のの部部 一一般般のの部部小小学学生生高高学学年年のの部部

小小学学生生低低学学年年のの部部 中中学学生生のの部部 高高校校生生のの部部小小学学生生高高学学年年のの部部

須田 晴香
（大久保小学校）

福
地

太
遥

（
大
久
保
小
学
校
）

深谷 紬
（油縄子小学校）

木村 春陽
（江戸崎中学校）

篠本 駿成
（波崎第二中学校）

古
田
圡

佑
歌

（
翔
洋
学
園
高
等
学
校
）

柴田 陽向
（茨城キリスト教学園高等学校）

佐々木 美月
（日立市）

福嶋 智子
（北海道南富良野町）

木
村

千
春

（
稲
敷
市
）

伊藤 優愛来
（台原中学校）

益子 詩織
（泉丘中学校）

黒川 珠莉
（取手松陽高等学校）

藤田 邦弘
（福島県いわき市）

五十嵐 安衣
（日立市）

太田 歩奈
（大沼小学校）

野村 帆月
（大沼小学校）

一一般般のの部部

宮越 優衣
（取手松陽高等学校）

太田 泰助
（阿見町）

大
部

緋
李
桜

（
大
沼
小
学
校
）

縄

乃
々
香

（
資
生
館
小
学
校
）

神
谷

柚
愛

（
大
み
か
小
学
校
） 野亦 夏帆

（水戸第一高等学校）

加
古

由
岐
子

（
日
立
市
）

岡本 紗英
（中小路小学校）

松
本

礼
奈

（
江
戸
崎
中
学
校
）

永
野

奏
音

（
取
手
松
陽
高
等
学
校
）
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